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研究成果の概要（和文）：現代日本においては、子どもたちの遊びの伝承は市井においては既に消滅してしまっている
。しかし、就学前施設において、わらべうた遊びのような伝承遊びが、復権するには、まず第一に保育者が子どもと共
にわらべうた遊びを行い、次第にそこから撤退していくことが必要である。それによって、子どもたち自身によるわら
べうた遊びの再生が可能となる。第二に、それが年長児から年少児へと伝承されるには、「遊びの徒弟制」と同様の構
造があることが必要である。

研究成果の概要（英文）：At kindergartens or　nursery schools in Japan, in order for children to come to 
play spontaneously Japanese traditional plays like ones with warabeuta, which have already disappeared in 
modern society, childcare workers needs to play with their children at first, and then make themselves 
fade out from the play. And the structure like ‘the apprentice system of play’ is required to hand them 
down from older children to younger children. It leads children to regenerate the traditional plays.

研究分野：教育方法学
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１．研究開始当初の背景 
	 ⑴社会の近代化と共に市井においては消滅
した伝承遊び（わらべうた遊び等）は、近年就
学前施設等で大人が子どもに指導するという
形で行なわれるようになった。しかし、この
ような形による伝承遊びの実践は、伝承遊び
本来の意義を喪失している。 
	 伝承遊び本来の意義は、①その伝承過程に
おいて、遊ぶ動機が子どもの側にある、②ル
ールを子どもが自ら創出するという規範生成
の訓練を行う、という２点である。 
⑵⑴のような伝承遊び本来の意義を復権する
ことは市井においては困難である。しかし、
教育施設において、遊びの伝承構造を構成す
ることによって可能となるのではないだろう
か。 
⑶もし、就学前教育施設において遊びの伝承
が可能となるとすれば、保育実践において次
の３点が理論仮説となりうると考えた。 
①子ども集団に共同性が濃密に形成されて
いること。 
②年長児たちと保育者（教授者としてでな
く、遊びのモデルとして）が、いつも一定の
時間に同じ場所で楽しくわらべうた遊び等
の伝承遊びを行う状態があること。 
③②の状態を年少児たちが見て憧れること
によって（年長児の姿が年少児のモデルと
なる）、「見て真似る」ようになること。 
 
２．研究の目的 
	 就学前施設において伝承遊びが前近代社
会におけると同様に年長児から年少児へ伝
承される構造と条件（環境構成）及び保育者
の役割について明らかにする。具体的には
次の３点である。 
⑴子どもたちがわらべうた遊びを楽しく展
開し、繰り返し遊ぶための環境条件 
⑵子ども達がわらべうた遊びを持続的に展
開するための保育者の役割 
⑶年少児が年長児の遊びを真似たくなるよ
うな条件（環境構成、保育者の関与のあり
方） 
 
３．研究の方法 
⑴遊びの伝承が自然に行なわれている就学
前施設（我孫子市めばえ幼稚園）のフィール
ドワーク研究 
⑵遊びの伝承を意図的に構成する施設にお
けるアクションリサーチ（研究代表者の助
言に基づいて環境構成と実践を行う） 
 
４．研究成果	
⑴自然に遊びが伝承されている就学前施設
（めばえ幼稚園）のフィールドワークによっ
て明らかになったこと	
	 めばえ幼稚園では、前近代社会における遊
びの伝承構造と同様の構造が、環境やカリキ
ュラムに構造化されている。前近代社会にお
ける遊びの伝承構造とは、生活行為において
年長児が年少児をケアし（包摂）、その一方で

遊びにおいては、「みそっかす」として年少者
を外す（排除）という、「包摂」と「排除」の
二重構造によって、年少児が年長児に対する
強い憧れを持ち、それによって年少児が年長
児を見て真似る、というものである。研究代
表者は、このような伝承構造を「遊びの徒弟
制」と呼んだ	(図１参照)。	
	

	
	
	 めばえ幼稚園において、「遊びの徒弟制」と
同様の構造は、以下のような環境やカリキュ
ラムとして構造化されている。	
	
①	 環境	
1. 保育室の配置─ペアクラスがオープンス
ペースによって年長児と年中児の「見る
─見られる」関係が構成されている	

2. 園庭の遊具の配置─一般の園には見られ
ないような大型遊具と他の遊具は「見る
─見られる」関係に設置されており、年長
児の運動能力の高さを年少児、年中児に
見せつけるように作用する。	

	
②	 カリキュラム	
1.年長児が年少児をケアしたり、動きを共有
する行事─一斉活動準備の手伝い（4月）、昼
食準備の手伝い（5月）、インディアン店開き
（６月）、インディアン村開き（7月）、誕生会
（各月）、芋掘り遠足（10 月）等	
2.年長児が活動の中心に位置し、年少、年中
児が周辺化される行事─インディアン店開き
（6月）、お別れ会（3月）、ドッジボール大会
（3月）、誕生会製作（各月）	
	
③保育者の援助方針	
	 大人の関与によるよりも、「遊びの徒弟制」
と同様の集団の二重構造（前述）を支えるこ
とによって、子ども同士が関わり、そこで子
どもが学ぶことを極力尊重する。	
	
	 以上を図示すると図２のようになる。めば
え幼稚園では、この構造によって、年長児か
ら年少児へと遊びが伝承されていると考えら
れる（研究目的の⑶が明らかになった）。	
	
	

図１ 「遊びの徒弟制」における集団の⼆重構造 



	

	
	
	
⑵遊びの伝承を代表者の助言に基づいて意
図的に構成する施設におけるアクションリ
サーチから明らかになったこと	
	 一般に、現代における日本の就学前施設は
近代学校教育制度内にあるがゆえに、めばえ
幼稚園のような、環境構成（オープンスペー
ス等）や日常的な異年齢交流カリキュラムは
行われない。一クラス 30 人の子どもに対しい
て担任保育者一人が、一つの保育室で室内の
遊びを行い、園庭の遊びも学年ごとに区別さ
れる場合が多い。それゆえ、「遊びの徒弟制」
のような二重構造が形成されるのは、困難で
ある。	
	 このような条件の下で、いかにして年長の
遊びを年少児が見て真似るという遊びの伝承
が可能となるか。このことを伝承遊びと呼ば
れるもののうち、わらべうた遊びを中心にア
クションリサーチを行った。	
	 まず明らかにされるべきは、子どもたちが
自発的にわらべうた遊びを楽しく展開し、
繰り返し遊ぶための環境条件（研究目的⑴）
と、子ども達がわらべうた遊びを自発的に
かつ持続的に展開するための保育者の役割
（研究目的⑵）であり、以下４点を明らかに
した。	
①ノリ（リズム）の共有度の高いクラス集団
が形成されていること（そのためには、一斉
活動において手遊び等の音楽的活動が重要で
ある）。	
②①のクラス集団で保育者が子どもたちと一
定期間、できるだけ毎日わらべうた遊びを行
うことによって、子どもたちの間にわらべう
た遊びの集合的記憶が蓄積されること。	
③次第に子どもたちが自発的にわらべうた遊
びを行う姿が見られるようになるが、再生さ
れるのは、わらべうた遊びの断片であること
が多い。その際、保育者は介入することによ
ってノリの共同生成の担い手となることが必
要である。	
④子どもたちのみでわらべうた遊びのノリを
共同に生成できるようになってきたら、それ
を見取って、保育者は次第に共同生成から撤

退していくことが必要である。	
	
	 以上の①〜④によって、子どもたちが保育
者からは半ば自立的に自分たちでわらべうた
遊びのノリを再生するようになる姿が見られ
るようになるという事実を、アクションリサ
ーチを行った２つの園（浦安市公立幼稚園と
私立認定こども園あかみ幼稚園）で確認して
いる。	
	 このような年長児のわらべうた遊びを見て、
年中児や年少児が見て真似るような環境を構
成するには、包摂と排除の構造をどのように
園の中に構造化するかが問題となり、それに
ついては今後の課題である。	
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